
323 糖類剤  

l■I′J＿  

外区  分帰名  主な適応症   薬理作用1   薬理作用2  薬理作用3   組成・榊造   成分   薬効分 類番号  剤形区 分  剤形  用法  備考   線引き   

山  糖類剤  経口的栄養補給．ブドウ糖  六炭糖   ブドウ糖   3231  内－2  末剤  
負荷書式験。   験  

2  糖類斉l】  脱水症．低血糖等   水・エネルギー補縮  六炭 ブドウ糖   3231  注－1  局方  

注－2   

注射剤の溶解希釈剤  六炭糖   ブドウ糖（5％）   3231  注－2  キット  

糖尿病等のエネルギー補給  水・エネルギー補玲  六沃地   果糖   3232  注－1  注射薬  局方  

二櫓類   マルトース   3233  注－1  注射薬  

五炭糖アルコール   キシリトール   3234  注－1  注射薬  局方  

一」  ・’コ⊥－■ ●・  中十ツルビトナル：≡：：二：  ：：：写之39  漢字斗：モ：  ：注射薬：二            ′ヽ● q・．・．  

経中心静脈輸液療法による  配合剤   高カロリー輸液用基本  ⅠV日用  

栄養補給   液（1）   

高カロリー輸液用基本  lVH用（腎機能不  

液（2）   
全患者に限る）  



325 たん白アミノ酸・脂肪製剤  

内法外   分類名   主な適応症   薬理作用1   薬理作用2  薬理作用3   組成・構造   成分   
区分  

薬効分 精番号  剤形区分  剤形  用法  備考  線引き   

山  たん白アミノ酸・脂  アミノ酸   総合アミノ酸製剤   3253  内一2  顆粒剤  

肪製剤   
低タンパク血症等における腎不全時のアミ  アミノ酸   腎不全用アミノ酸製剤   3253  内－Z  叛粒剤  

ノ酸補給  

末代慣性肝硬変患者の低アルブミン血症改         分岐鎖アミノ酸  イソロイシン／ロイソン／ハリン  3Z53  内－2  精粗剤  
田  

栄養管理  経腸栄養剤   消化態   3259  内－2  散剤  瓜                          新生児・乳幼  
児用  

3259  内－2  散剤  

3259  内－2  細粒剤  

3259  内－3  液剤  

半消化態   3259  内－2  散剤  

3259  内－3  液剤  

肝不全用成分栄養剤   3之59  内－2  散剤  

■二・ン亨j狩，  内十字∴：：：  散剤：：：：：  

2  たん白アミノ酸・脂  アミノ酸   肝不全用アミノ酸製剤   3253  注－1  】VH 点滴静注  
用  

肪製剤   

低タンパク血症等における腎不全時のアミ  アミノ酸   刊  注一   lVH末梢静脈  
用  

ノ酸補給  

低タン′くク血症帯におけるアミノ酸補給  配合剤   11ヽA   新生児／乳児′1－  
アミノ酸製剤  

高力ひノー輸液用総合アミノ酸  
製剤   

総合アミノ酸製剤（キシリトール  

加）   
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総合アミノ酸製剤（ソルビトール  

加）  

総合アミノ酸製剤（ブドウ糖加）   3259  注－1  注射薬  

低タン／くク血症等におけるアミノ酸・電解  配合剤   総合アミノ酸／グリセリン  3259  注－1  注射薬  
箕・水分の補給  

アミノ酸／頼／電解質  3259  注－1  注射薬  

3259  注－2  キット  

経中心静脈栄養の場合のアミノ酸・電解  配合剤   アミノ酸／糖／電解質  3259  注－2  キット  
貫・水分・カロリー補給  

アミフ醗7精確鮭  ノー・・－・一－  ＝ニ3董ち9  二注＝ニど：∴  キラニト＝∴  

術前術後．急・慢性消化器疾患等におけ  ダイズ脂肪   ダイズ油注射液  329J  注－1  寺藁  



327 特殊ミルク製剤  

分類名   主な適応症   薬理作用1   薬理作用2  薬理作用3  組成・構t   成分   薬効分 類番号・  剤形区 分  剤形  用法    備考 線引き   
8  特殊ミルク製  フェニルケトン尿症  フエニルアラニン除去ミルク   3279J  内－2  末剤  

・一■   ■  d十  肉牛豆三こ三：  ・末削：               ．・●．・エミニ：．・  

ペプチドロフエ   3279J  内－2  末剤  

ホモシステン尿症 ■  低メチオニンミルク   3279J  内一2  末剤  

メープルシロップ尿症  ロイシン・イソロイシン・バリン除去ミルク  3279J  内一2  末剤  

肝型糖原病   血糖値維持作用  栄養補給  糖原病用ミルク   3279J  内－2  散剤  
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331 血液代用剤  

内注外 区  分類名  主な適応症   
分  

薬理作用1   薬理作用2  眞理作用3  組成・積遥   成分   薬効分 類番号  剤形区分  剤形  用法   備考   線引き   

2  血液代用剤  注射剤の溶解希釈′細胞外濯  生理食塩用   331  注－1  局方  

欠乏  
注－2   ★注射剤の溶解希釈のみ  

細胞外液の補給  リンゲル液   33l  注－1  注射薬  局方  

ブドウ糖加  リンゲル液   331  注－1  注射薬  ★エネルキ■一冊給  

細胞外液の補給／代糊性アシドー  乳酸リンゲル液   331  注－1  注射薬  
シ入相正  

ブドウ糖加  乳酸リンゲル液   331  注一1  注射薬  ★工ネルキ‘一冊給  

ツルビトル加  乳酸リンゲル液   331  注－1  注射薬  ★エネルキ■一冊給  

マルトース加  乳酸lノンゲル溝   331  注－1  注射薬  ★エネルキーー捕緒  

酢酸リンゲル液   331  注－1  注射薬  

ブドウ糖加  酢酸リンゲル液   331  注－1  注射薬  

血祭増i   血焚増量作用／末  デキストラン製剤  デキストラン40   331  ‘注－1  注射薬  ★血栓症予防  
梢血管血流改善作  
用   

デキストラン40／乳酸リンゲル   331  注－1  注射薬  局方、★血栓症予防  

テキストラン40／ブドウ糖   33l  注－1  注射薬  ★血栓痕予隅  

粘桐度低下作用／浸  ヒト’叫シエチルデンナン   331  注－1  注射薬  
透圧維持作用  

水分／電解質の補給  開始液   331  注－1  注射薬  

脱水補充液   331  注－1  注射薬  

低濃度搾  維持液   33l  注一1  注射薬  ★エネルキ●－用給  

高濃度璃   維持液   331  注－1  注射薬  ★エネルキ■－捕紹  

維持液（棟合糖加）   331  注－1  注射薬  ★エネルキ‘－補給  

電解質高張  維持液   331  注－1  注射薬  

術後回復液   331  注－1  注射薬  

電解質キシリトール輸液   331  注－1  注射薬  



332 止血剤  

薬理作用2   薬理作用3   組成・構造   成分   薬効分   剤形区 分  剤形  用法  備考  線引き   内注外   分矩名  主な適応症   
区分  

薬理作用1  

山  止血剤  出血傾向・出血   止血作用   毛細管抵抗増強作用   血管透過性抑制作用  カルハゾウロムスルホノ酸ナト  
リウム   

内一2   

メシル酸アドレノクロムケアニ  
ルヒドラゾン   

内－2   

カルバゾクロム／アスコルビン  3329  内－1  錠剤  

抗プラスミン作用・  亡一 三   ロン   3 2  
トラネキサム酸   33之7  内－1  

カプセル剤  
内－2   

類散剤  

上部消化管出血   止血作用   トロンビン作用  トロンピン   33之3  内一2  細粒剤  

2  止血剤  出血傾向／出血   止血作用   毛細管抵抗増強作用   血管透過性抑制作用  カルバソクロムスルホン酸ナト  

りウム   

．  

抗プラスミン作用  
トラネキサム酸   亡－アミノ  ロン  33之7  ；－1     l ／                 33之7  注－1  注射薬  

トロンビン様作用  へモコアクフーゼ   33之9  注－1  注射薬  

ヘパリン過量投与時の  硫酸プロタミン  3329  注－1  注射薬  
中和   ペプチド  

食道静脈虐   食道静脈瘡硬化作  オレイン酸モノエタノールアミ  

用   ヽノ   
止血作用   血管内皮細胞障害作用／組織  ポリドカノール   3329  注－1  注射薬  

3  止血剤  出血   止血作用   トロンヒン   3323  外－1  ハウクー剤  

液剤  

出血部位被覆作用、血小板  アルギン酸系  アルギン酸ナトリウム   3338  外－1  

機能先進作用、フィプリン形  
成促進作用、赤血球凝集作  

止血、創腔充填   止血作用   凝結塊形成作用  セルロース系  酸化セルロース   5   

止血、碍瘡潰瘍   止血／癒着防止作用  セフテン   ■ウダー剤                      3322  外－1  

争「5 
．． 
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333 血液凝固・血小板凝集阻止剤  

薬効分  
内法外 区分  分額名  主な適応症   薬理作用1   薬理作用之   薬理作用3   組成・構造   成分  類書卑  刑形区分  剤形  用法   備考   線引き   

8  血液凝周・  血液凝固阻止作用  抗ビタミンK作用  クマリン系   ウルフアリンカリウム   3332  内－1  錠剤  
血小板凝  
集阻止剤   

慢性動脈閉塞症に伴う  塩酸チクロピジン   33g9  内－1  ★虚血性帖血管障害  
虚血性諸症状の改善／  に伴う血栓・基桧の冶  

心臓弁置換後の血栓・  
府  

寮棺の抑制   
内－2   

7■ロス舛うンノン12放出促進・増  ジビリダモール   217、  ★慣性糸王刺本腎炎、ワ  
強作用  333   ルフールとの併用  

血小板凝集抑制作用／  PGほ誘導体  ベラフロストナトリウム   ．3399  内－1  錠剤  ★原発性肺高血圧症  
血管拡張作用   

PG∈1膀導体  リマフロストアルファテクス  3399  内－1  錠剤  

〔PA含量増加作用  ∈PA   イコサベント敢エチル   3399  内－1  カフ■セル剤  ★高脂血症  

5HT2受容体措抗作用  塩酸サルポグレラート   3399  内－1  

内－2   

ホスホゾエステラーセ■阻写作用  シロスタソール   3399  内一1  錠剤  

狭心症等の血栓形成抑  アスピリン   田  内－1  錠剤  
制   作用   阻害作用  

配合剤   アスピリン／ダイアルミネート  339  内－1  錠剤  

巴  血液凝固・  オキシカルポン酸  
血小板凝  ムイオン）捕捉作用  系   
集阻止剤   

汎発性血管内血液凝固  血液凝固国子活性阻害作用  アンチトロンビン  3334  注－1  注射薬  ★血栓募栓症  

症（D】C）  Ⅲ結合作用   

ヘパリンナトリウム   3334  注－1  注射薬  ★血栓墓栓症  

低分子ヘパリン  ダナバロイドナトリウム   333ヰ  注－1  注射薬  

血液体外循環時の濯流  低分子ヘパリン  ダルテ／中ノンナトリウム   3334  注一1  注射薬  ★汎尭性血管内血液  

血液の凝固防止（血液  救国症候群  

／くルナ／くリンナトリウム   3334  注－1  注射薬  

レビバリンナトリウム   333ヰ  注－1  注射薬  

関心術における体外 溶血防止作用、赤血球凝集  非イオン界面活性  3399  注－1  注射薬  

環時の溶血防止  抑制作用、血小板凝集抑制  剤   
作用  



339 その他の血液・体液用薬  

内法外   分類名   
区分  

主な適応症   義理作用1   薬理作用2   薬理作用3   組成・構造   成分   薬効分 類寺号  剤形区分  剤形  用法   備考   線引き  

その他の血液・  白血球増加作用  白血球減少抑制作用  アデニン   ヰ19  内一1  錠剤  ★薬物による白血球  
体液用薬   減少症  

イノシン   4柑  内一之  顆粒剤  ★薬物による白血球  
減少症  

メシル酸アドレノウロムグ  
アニルヒドラゾン   減粥による出血傾向  

造血機能回復効果  血液幹細胞増加作用  セファランチン   290  内一1  ★脱毛症  

内－2   

2  その他の血液・  腰粒球・阜球増加作用  G－CSF／M－CSF作用  ミリモスチム   3399  注一1  注射薬  
イ本液用薬   

放射綿・抗がん剤投与等による白血  結核菌熱水抽出物   3399  注－1  注射薬  
球減少症   

G－CSF／M－CSF作用  ロムルチド   3399  注－1  注射薬  

白血球減少抑制作用  アデニン   419  注rl  注射薬  

イノシン   419  注－1  注射薬  

道中機能回毛引乍用  血液幹細胸増加作用  セファランチン   290  注－1  注射薬  ★脱毛症、中耳カタ  
ル、まむし攻傷  

抗がん刺殺与等による好中球減少  G－CSF   フィルグラスチム（遺伝子  ★造血幹細胞の末梢  
症   組換え）   血中への動員、再生  

不良性貧血  

レノグラスチム（遺伝子細  ★再生不良性貧血  
換え）   

ナルトゲラスチム（遺伝子  ★小児再生不良性貧  
組換え）   血  

腎性貧血（透析施行中等を含む）  赤血球増加作用  造血前駆細胞に対するコロ  ヒトニリスロボエテン  エポニテンα  399  注－1  注射薬  
ニー形成冗造作用  （遺伝子租換え）  

エポニチンβ  
（遺伝子相模え）   
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341 人工腎臓用剤   
内法外   分頬名   
区分  

主な適応症   薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3   組成・相通  成分  薬効分 規番号  剤形区分  剤形  用法  備考  線引き   
341  注－1  透析ろ過用剤  2  人工腎臓用剤  急性・慢性腎不全  透析原理による血液浄化  王炭西引こよる体液の酸塩基平衡の是正  Ca通常濃度  成一液  

341  注－1  透析ろ過用剤  液一粉  

ブドウ糖添加による透  341  注－1  透析ろ過月利  液一液  

析液の浸透圧上昇   

341  注－1  透析ろ過用剤  液一粉  

341  注－1  透析ろ過用剤  粉  

Ca低濃度  341  注－1  透析ろ過用剤  液一滴  

341  注－1  透析ろ過用剤  液一粉  

3一‖  注－1  透析ろ過用剤  粉  

酢酸による体液の酸塩基平衡の是正  341  注－1  透析ろ過用剤  液  

341  注－1  透析ろ過用剤  液  

ブドウ糖添加による速  341  注－1  遷折ろ通用剤  液  

析液の浸透圧上昇  

3ヰ1  注－1  透析ろ過用剤  液  

341  注－1  透析ろ過用剤  液  

ろ過と液補充による血液浄化  王族酸による体液の酸塩基平衡の是正／  341  注－1  透析ろ過用剤  濾  

血清電解属濃度の是正  

血清電解質濃度の是正  341  注－1  透析ろ過用刺  液  

圭炭酸による体液の酸塩基平衡の是正  341  注－1  透析ろ過用剤  液  



342  膜透析用剤   
内法外   分類名   主な適応症   薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3   組成・構造  成分  薬効分 頬番号  剤形区分  用法  嘩考  線引き   
区分  

2  腹膜透析用剤  急性■慢性腎不全   ブドウ糖低濃度  Ca通常濃度   ー■■■  8   透析ろ過用剤  

排床用ハ‘ッゲ付き  田  注一1   透析ろ過用  剤  

Mg低濃度   排尿用ハ’ッダなし  342  注－1  透析ろ過用剤  

排尿用ハ■ック■付き  34Z  注－1   透析ろ過用   

Ca低濃度   Mg通常濃度  排尿用ハ■ッゲなし  通用   

排尿用ハ■ック■付き  342  j圭一1  透析ろ過用  剤  

Mg低温虔   排尿用ハ■ック■なし  342  注－1  透析ろ過用刑  
排尿用ハ■ッゲ付き  342  注一1  透析ろ過用刑  

ブドウ糖中濃度  Ca通常濃度   Mg通常濃度  ハツ な  透析ろ過用剤                         ；一1  

排尿用ハ’ッゲ付き  342  注一1  透析ろ過用斉  

Mg低濃度   排尿用ハ■ッダなし  叩2  注－1  透析ろ過用剤  

排尿用ハ●ッデ付き  342  注－1  透析ろ過用押  

Ca低濃度   Mg通常濃度  尿用ハ■ッゲなし  342  ；－1   、剤  

排尿用ハ●げ付き  342  注－1  透析ろ過用剤  

Mg低濃度   排尿用ハーッグなし  34Z  注－1   透析ろ過用剤  

排尿用ハ■ック1寸き  342  注－1  透析ろ過用剤  

ブドウ糖高濃度  Ca通常濃度   Mg通常濃度  J ハツ な  透析ろ過用翔   a                       ；－1  

排蕨用ハ■げ付き  342  注－1  透析ろ過用剤  

緬g低濃度   排尿用ハ●ッケなし  342  注－1  透析ろ過用剤  

排尿用ハ●ッゲ付き  342  注－1  透析ろ過用剤   

通用斉l   皿          C∂低濃度  Mg通常濃度  尿用ハ■ッゲなし    田  ；一1  透析ろ  

排尿用ハーッゲ付き  342  注－1  透析ろ過用  

Mg低濃度   排尿用ハ’ッゲなし  342  ；－1  透析ろ過用斉  
排尿用ハーック1寸き  342  

ド．！；・チ・1ニ＝1ミ・ノノ・さ                                                          ■－■◆il▲■’■－■一笹  …■■シ1日「しIl、■ア■こ   ＝■＝ゾVll′、◆   
■・：メ1ざ・ニ㌔リ■’つ1ん     ん‥∫－シーイ．ト■■ん∧・   麗袈怨惑姑   
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391肝臓疾患用剤  
内注外  
区分   主な適応症  薬理作用1   薬理作用2   薬理作用3  組成・構造   成分   薬効分 規番号  剤形区 分  剤形   用法   備考  線引き   

口  肝腋疾患用剤  高ビリルビン血症（閉塞性  グルクロン酸の  391  内－2  末剤  1日1匡l  ★じん麻疹．湿疹．中毒  
黄虹を除く）における肝機  分子内無水物   疹．妊娠悪阻．妊娠中  
能の改善   毒  

グルクロン酸アミド   391  内－2  末剤  1日3回  ★じん麻疹．湿疹．中毒  
疹．妊娠悪阻．妊娠中   
日 臼  

虚血、低酸素条件下  アミノエチルスルホン酸   391  内－2  散剤  1日3回  ★うっ血性心不全  
で肝機能恒常性維持  
作用  

慢性肝疾患における肝機  チオフロニン   391  内－1  錠剤  1日8回  ★初期老人性皮質白内  
能の改善   幸作用   陣青阻止作用／肝臓保  陣．水銀中毒時の7K銀  

珪作用／抗アレルギー  排泄増加  
作用  

細胞の代謝反応促進  ブロトポルフィリンニナトリウム   391  内－1  
作用  

内一2   

肝解毒機能増強作用  ジクロロ酢酸ジイソフロビルアミン  
／抗脂肝作用／肝細  散   
胞再生促進作用  

内一之   

細胞内酵素活性維持  ポリエンホスファチジルコリン   218、  
作用／細胞内脂賞異  391   

常改善作用／血中タ  
ン／くク分画改善作用  

肝実質細胞保護作用  肝臍加水分解物   391  内－1  
／肝実質再生促進作  
用  

内－2   

配合剤   肝臆加水分解物／塩敢システイン  
／酒石蝕水素コリン／イノシトール  
／シアノコバラミン   

肝炎における肝玉1  配合剤   グリチルリチン酸／DL－メチオニ  

増加抑制作用＋体重  ン   
増加抑制作用＋細胆  
管増生作用  

内－2   

代償性肝硬変における肝  マロチラート   391  内－1  錠剤  1日3回  

機能の改善   作用   曹による肝機能賦活作  
用／肝繊維化進展抑制  

作用  



H80抗原腸性B型憬性肝  ウイルス感染細胞破壊  プロパゲルマニウム   391  内－1  カプセル剤  1日3回   
炎におけるウイルスマー  作用／抗体産生能増強  
カーの改善   による抗原排除促進作  

用  

高アンモニア血症   血中アンモニア低下  ラクツロース   排ガ  

作用   アンモニア生成吸収抑  ス、排便の促進、小児  

制作用 における便秘改善  

235．399  
剤  

235．399   

ラクチトール水和物   399  内－2  未剤  1日3回  

血中アンモニア増加  配合剤   L－アルギニン／塩酸アルギニン  399  内－2  頼租剤  1日3■－6回  

抑制作用   豊作用  
2  肝臓疾患用剤  高ビリルビン血症（閉塞性   グルクロン轍ナトリウム   391  注－1  注射薬．  1日50■一  

発症を除く）における肝機  500mg、皮  

能の改善．妊娠悪阻．妊娠  下、筋注又は  
中毒   能・解毒熊・章白代謝  静注  

能改善作用  

薬疹   抗炎症作用／解毒作  グリテルリチン   391  注－1  注射薬  1日1回皮下  
用／ウィルス増強抑  注  

制等の抗ウイルス作  
用  

小児ストロフルス．湿疹・皮  配合剤   グリテルリテン／クリシン／シス丁  

府炎．等麻疹．皮膚そう痔  イン   
症．口内炎．フリクテン．薬  
疹・中毒疹。慢性肝疾患に  
おける肝機能異常の改曹   

高アンモニア血症   血中アンモニア低下  グルタミン酸アルギニン   ⊂l  

作用   作用  点滴静注  

覚醒作用  グルタミン酸ナトリウム   399  注－1  注射薬  点滴静注  

血中アンモニア増加  塩酸L－アルギニン   ＼  「レキ●‾、  

抑制作用   遺作用  けて点滴静  
注  

慢性肝疾患における肝拙  胎盤加水分解物   司   

能の改善   促進作用／抗脂肝作  又は筋注  

用  

細胞成分の保牲、活  還元翌グルタチ  日1匡l筋注  ★薬物中毒 急性湿疹  

性化作用   オン   又は静注  

糞白賞合成促進作用  配合剤   ーーーー◆ヽ   

＋肝組織血流増加作  レオチド   皮下、筋又は  

用十生体内代鞘冗進  静注  

作用  
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392 解毒剤  
内法外  
区分   主な適応症  薬理作用1  薬理作用2  薬理作用3  相成・績遺  成分  薬効分  

＿＝：こ＝   区分  剤形   用法   備考  綿  引き   

u  解毒剤  鉛中毒  鉛中毒解毒作用  鉛イオンとキレート形成  エチト酸カルシウムニナトリウム     39Z  内－1  錠剤  1日2■－3回  

薬物中寺、アセトン血性嘔吐  助l事兼的応、メルカフツール醒  道元型グルタチ  39Z  内－1  
症（自家中書、周期性嘔吐  の生成／その他の解毒機構へ  オン  
症）、金属中書、妊娠悪阻、晩  の醐与／SH鰊兼・その他の細  
期妊娠中幸  胞成分の保雄活性化／酸化還  

元反応への関与  

内－2   

細粒剤   

薬物中寺（アセトアミノフェン  グルタチオン前  392  内－3  液剤  初回に140mg／kg、  
過塁摂取時の解毒）  駆体  その後4時間毎に  

70m〆kgを17回、  
経口もしくは経胃  
又は撞十二指腸授  
与  

ウイルソン病（肝レンズ核変性  血清網と可溶性キレート形成に  D－ペニシラミン  392  

症）  よる尿排泄促進作用  442   

塩酸トリエンテン  392  内－1  力7’セル剤  1日2～4回（ベニ  
シラミンに不耐性  
の場合）  

慢性腎不全（進行性）におけ  多孔F炭素    球形吸着炭  392  内－1  
る尿毒症症状の改善およぴ  排泄作用  
透析導入の遅延  

内一之   
細粒剤   

自家中毒・薬物中書における  薬用巌  231  内－2  末剤  ★下痢症．消化管内の異常  

吸着及び解毒  細粒剤   先王附こよる生成ガス吸着  

葉酸代謝措抗刑の毒性軽腐   抗葉酸代謝括抗刑  核酸合成再開作用  ホリナートカルシウム  392  内－1  錠剤  1日4回（6時間間  
隅）   

■ 抗鱒痔斯果乾坤翠  靴却堆   

．㌻J料粍；よヱ∴／ r■ 十 辱、 †I★1J一▼・ ■二く： ・‡：▲ゝこニ！ご、■こ・・‥一≡で■霊  

；モ・：   

擢㌍諾   
い14  ■   

r チオクト酸アミド  ヒ 
際の補給（激しい肉体労働  積するα－  399   顆粒剤   ン、カナマイシンによる）お  

時）、Loigh症候群（査急性壌  ビン敢を声  よび騒音性く機業性）の内  

死脳脊髄炎）  化するとき TC  耳性難聴  
機能／  

遺、生体内  
与   



助＃素的応、メルカフツール故  還元聖グルタチ  39之  注－1  
2  解毒剤  薬物中毒、アセトン血性嘔吐  

の生成／その他の解毒機爛へ  オン   静注  機能の改善、急性湿疹、憬  
症（自軍中毒、周期性嘔吐  

の㈲与／チオール酵素（SH酵  性湿疹、皮膚炎、辱麻疹、  
症）、佳性肝疾患における肝  

素トその他の細胞成分の保旺  リール黒皮症、肝斑、炎症  
捷能の改善   

活性化／酸化還元反応に関与  後の色素沈着、妊娠悪阻、  
晩期妊娠中辛、角膜損傷  
の治癒促進、放射線療法に  
よる白血球減少症、放射線  
宿酔、放射様による口腔粘  
膜炎症  

薬物中毒の膵の排泄促進（た  制酸作用／中和作用  炭酸水兼ナトリウム   注一1   

だし、PHの上昇により尿中排  39之   ＝エル症候群、その他の内  

泄の促進される薬物に限る）   耳陸曹、急性零麻疹に伴う  
悪心、嘔吐及びめまい  

薬物中寺  姦物中音解毒作用   メチル基転位、チオール基の供  含硫アミノ酸  」－メテオニノ   桑  1日1回皮下又は  
拾関与／抗脂肝作用  解法  

ヒ素、水銀、£葺、鋼．金．ビス  体内チオール基系酵素と金属イ  ソメルカフロール   托   
マス、クロム、アンチモンの中  オンとの持合阻害作用／重金属  隋で4国、Z日日以  

と持合し可溶性キレート形成に  陣は1日1回筋注  』三 ・戸事   
よる体外排泄作用  

鉛中毒   鉛解幸作用   金属イオンとキレート形成  注射薬    最初のS8聞点滞                  エ丁卜誠カルソウム＿ナトリウム  39Z  注－1  

静注  

シアンおよぴシアン化合物に  ミトコンドリア内の酵素、ロダナ  チオ硫酸ナトリウム   注1   局方  

よる中毒、ヒ素剤による中毒   －ゼにより、シアンと反応し、チ  

オシアン酸塩を生成  

ヨウ化フフリドキンム   ！－1  注射薬  静注  有機リン剤の解毒   有機リン剤中毒解毒作用  有機リン剤中毒により生体コリン  
エステラーゼ（Che）が阻害され  

るのに対し．リン出エステルを  

Ch●よl川即見させ、Che酵素活性  
を復活  

原発性及び続発性ヘモクロマ  生体内で貯蔵鉄と特異的に持合  メソル酸丁フェロキサミノ   39ヱ   

トーシスにおける鉄排泄増加   し、キレート化合物  三主  
fo両oxさmin08を形成し腎より排  
j世  

イホスファミド投与による泌尿  メスナ   392  注一1  注射薬   1日〇回紳注  

器系膵宰発頭朋闇仁   胱への撲触抑制  

葉酸代師吉抗薬の毒性軽減  抗葉酸代謝結抗刺   核酸合成再開作用  ホリナートカルソウム   392  注－1  注射薬  1E14回（6時阿間  
隋）  

レポホリナート、フルオロウラ  チミジル酸合成酵素のl掌紋追随  ～ム   392  注一1  注射薬   脚注1週間ごとに  

作用   チレンテトラヒド  
6回繰り返した捷、  

シル療法：胃がん（手術不能  
ロ素敵）が  

Z週間休薬  
又は再発）および紹膀、直腸  
がんに対するフルオロウラシ  FdUMPとチミジ  

ルの抗旺瘍効果の増強   ル酸合成酵素  
と三充棟合体を  
形成  

生体内エネルギー産生冗遺作  チオクト酸  
399  注一1  注射薬   

チオクト触の重要が増大した  
用   代耕活性先進  

之5mf、斡注、筋注  
膵の補給（激しい肉体労働  又は皮下注   
時）、し8igh症候群（亜急性蟻  耳性繚臆  
死脳脊樋炎）   

P132   



393 習慣性中毒用剤  
内法外  薬効分  

区分   主な適応症   薬理作用1  ．薬理作用2   薬理作用3  組成t構造   ．成分  
類書号   

剤形区分  剤形   用法   備考  線引き   

1  習慣性中寺用剤  慢性アルコール中毒者  飲酒時の血中アルテ  シアナミド   393  内－3   液剤  1日1－2回  
及び過飲酒者に対する  ヒド濃度を上昇   水酵素阻害  
抗酒療法   

ジスルフィラム   393  内－2   末剤  1日1～訓回  



394   仏）く   
内注外  

主な適応症  薬理作用1   薬理作用2   成分   
薬効分   剤形区   剤形   
類番号   分  

備考   線引き   
区分  

コルヒチン  394  内－1  錠剤   
／東食好中球の脱顆粒  口  痛風治療薬  痛風  痛風発作緩解 作用  白血球の尿酸貪食作用   
阻止による白血球メーバ  
様運動抑制作用  

導体   

テル酸の血  
中濃度維持  

痛風及び高尿  アロプリノール   394  内－1  

酸血痕を伴う高  血中・尿中尿酸値低下作  カプセル剤  
血圧症における  用   作用  
高尿酸血症   
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395 酵素製剤  
内法外  

主な適応症  薬理作用1   薬理作用之   薬理作用3      組成・構造  成分  
薬効分   剤形区   剤形  

区分   頬番号   分  
用法  備考  線引き  

n  酵素製剤  性脹の按解   
消炎作用                                                     l▲                  ▼‘’                                                    化し炎症部位借着：棟したフィブlル・：・  

一、  

〆 生物算の病；部移行促進作用  

炎症侵出物吸収改善作用  炎症領域の毛細血  ★乳汁うっ滞  
菅又はリンパ管を塞  
ぐフィプリン様物質  
除去作用  

特上昇作詩・・・∴           チ一ノ∴・．・  

抗炎症作用／出血抑制作用／噂痍  塩化リゾチーム  395  内－1  ★喀疲喀出田  
喀出・膿粘液分解作用／抗生物井  カフ  難  
くべニシリン系）の抗菌作用増強／  

組織修復作用  

内－2  

細  

内－3   

蛋白分解作用／抗浮腫・抗炎症作  セミアルカリフロティナーゼ   凶  内－1  

用／嗜癖融解作用  カプセル剤  難  

内－2   

細粒剤  

抗炎症作用／抗腫脹作用／喀痍、  セラベブターゼ  395  内－1  ★乳中うっ滞、  

膿汁の触解、排泄促進作用／抗生  噂疲喀出困難  
物質の病巣部移行促進作用  

内－2   

蛋白分解作用／抗炎症作用／炎症  フロナーゼ  395  内－1  錠剤  ★嗜癖喀出田  

性浮腫、腫脹の棟解作用／炎症巣  力7●セル剤  難  

の粘桐性腺液、変性蛋白融解除去  
作用／清浄化促進作用  

炎症性腫脹・血腫除去作用／嗜癖  ブロメライン  395  内－1  

膿汁融解・排出促進  核  

内－2   

細粒剤  




